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【目的】トビハゼperiophthalmusminutusは､オース トラリア北部からフィリピンにかけ
て分布し､潮間帯高部の平らな干潟 (drylake)に棲息 している｡ その場所は､月に潮
が8-15日しか来ない特殊な環境である｡潮が来ない間､干潟表面は完全に乾燥 し､
その期間p.minutusは､巣孔の中で生活 していると考えられる｡ 特に乾期には巣孔の海






経 日変化)に計数 した｡②巣孔内の水環境調査 :巣孔の水位 ･深さ ･温度及び泥中の
水分含有率を定期的に測定 した｡③巣孔内の水質調査 :定期的に巣孔水を採水 し､塩
分､pH､DO､及びアンモニア ･亜硝酸塩 ･硝酸塩濃度を測定 した.④p.minutusの摂
餌 :定期的に魚を採捕 し､体重 ･全長測定後ホルマリンで固定､その後胃内容物を調
べた｡⑤室内実験 :p.minutusとp.sp.(新種)について塩分耐性実験 (塩分35-118)
と水無耐性実験を行い､各々について舞死率､莞死時聞及び体重変化を調べた｡
【結果】① 日周変化 :夜間及び水没中は､ほとんどの個体が巣孔内に棲息 し､その他
の時間中 まとんどの個体が干潟上を排桐 していた｡経日変化 :潮が来る期間は干潟上
で個体を観察できたが､潮が来ない期間は干潟上を俳桐する個体を全 く観察できなか
った｡潮が来ない期間に約80%の巣孔で巣孔内にいる個体を確認 した｡(参潮が来なく
なると､巣孔の水位及び泥中の水分含有率は低下 し､潮が来る前 日には､約40%の巣
孔で全 く水が無 くなった｡(参巣孔水の塩分は､調査期間中ほとんど変化せず､71.8±
5.5(平均値±標準偏差)であった｡潮が来なくなると､水のアンモニア ･亜硝酸塩 ･
硝酸塩濃度が増加する傾向を示 した｡④潮が来る期間､胃の中に餌生物が確認できた｡
しかし､潮が来なくなると胃の中には泥 しか入っていなかった｡⑤p.sp.よりpminutus
(塩分75:168時間生存)が高塩分に耐性があった｡また､まったく水を飲む事ができI
ない条件下で､両種ともに実験に用いた個体の約半数が48時間生存 した｡ p.minムtusに
おいては､魚体重の5倍量の水量条件下で､ほとんどの個体が120時間生存 した｡
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